
古津軽さんぽ/古津軽・学さんぽ

津軽富士と言われる岩木山が水面に映るので津軽富士見湖と
呼ばれる廻堰大溜池は湖ではなく農業用水の為の貯水地であ
る。
津軽藩初代津軽為信がアシガヤが生い茂る津軽平野に

新田開発をし、四万石から三十八万石までになった苦難の水
路づくりとその足跡をガイドのトークと共に辿ります。

27:豊かさをもたらした 江戸時代新田開発の裏側の歴史と水路を辿る

■時間：9：30~11：30 ■料金：1,500円 ■定員：4~10名

■参加締め切り：7日前まで

■場所：歴史文化伝承館

■住所：鶴田町廻堰下桂6‐3

■お問い合わせ：鶴田まちおこし応援団 TEL：090-5834‐4020

✉tsuruta.machiokoshi@gmail.com

■アクセス：JR「陸奥鶴田駅」から車で10分

【鶴田町】9月3日(火)、9月17日(火)、9月27日(金)、10月4日(金)


